
 

 

 

 

 

 

ＭＴＥＸによるＴｉｔａｎｉｕｍの ODF図をｕｎｉｍｏｄａｌＯＤＦで作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０７月０４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 

  



概要 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌに対するＭＴＥＸの動作を確認する。 

 ＭＴＥＸ５．２．２で動作確認を行った。 

 ＨｅｘａｇｏｎａｌはＸ軸の設定が２種類ある。 

  

 以下のチェックでは、ＸＲＤ解析時は右のＢ－Ｔｙｐｅである 

 unimodalODF()でもＢ－Ｔｙｐｅが作成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



XRDの入力データ 

 

計算された ODF図 

 

 Euler角度（０，０，０）で B-Typeの(0001)[10-10] （001）[210]に位置する。 

  

 



ｕｎｉｍｏｄａｌＯＤＦ（）で作成 

mod=orientation('Euler',0*degree,0*degree,0*degree,CS,SS) 

odf=unimodalODF(mod,'halfwidth',5*degree) 

plot(odf,’contour’) 

 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

plot(rpf,'contour') 

 

データのＥｘｐｏｒｔ 

 

>> export(odf,'MTEXODF.TXT') 

>> export(rpf,'MTEXPOLE') 

  

 

 

 

 

 



ＣＴＲソフトウエアで表示 

 

 MTEXの Triclincデータは、φ1の最後が欠けている。 

 MTEXで Orthorombicでの ODFを作成すると、φ1=90のデータが存在しない。 

 Orthorombicデータは、Triclinicからφ1=0->90を切り出す。 

 

 

Triclinic->Orthorombic 

 

  

 

 

 

 

 

 



極点図の表示 

 ＴＸＴ２データに変換 

  

 以下の繰り返す 

  

表示 

  

  



同様に Euler角度(30,0,0)を作成 

  

 

 ODF作成し Exportして表示 

 


